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２００９年４月４日　　　　作成責任及び文責　古畑　等





四月です。平成２１年度がスタートしました。年度変わりなので生活環境が変わる方もおいででしょう。残念ながら退団される方もおられます。でも２０年度のよき思い出を持っていただけたことでしょう。早１年になりますが東京混声との競演、秋のBBQ合宿など、楽しくすぎた２０年度でした。今年度にもまた期待しましょう。





三月七日(土)


　ＶＴは和田隆子先生。「声を低音から高音へ次第に上げていくと、Ｅ♭（ハ長調上のミ♭）辺りで発声に変化がある。そこで口腔、鼻腔を開けて後ろから前に音を回すようにして出すといい響きで音があがる。無論腹筋でしっかり上体を支えておくこと。平素からそういう体、アクビをしたような喉の形で生活してほしい。」というご指導でした。


　練習の曲は新曲。男声女声と別れて、共通曲は「クライム・エヴリマウンティン」。女声は「翼をください」、男声は「フィンランディア」をパート練習後、音あわせ。


　女声合唱と男声合唱を相互に初披露。どちらもなかなかの出来ですなあと皆さんも貞松先生も笑顔。しかしどちらもテンポ・リズムが案外難しい。それ以後は久しぶりに「島よ」。ピアノフォルテが甘くなっているようです。最後は「歌声を世界に」。これは手話付きですから要暗譜。楽譜と手話を確認しましょう。下欄参照→


三月二十一日（土）


ＶＴ竹岸睦美先生。座った姿勢で上体を真っ直ぐに立て、片足を少し上げて発声します。すると腰と腹筋、丹田の使い方が分かります。天井を仰いでそのまま頷くと首の後ろが真っ直ぐ立つ。次は大アクビ。これで歌う準備ができます。


　練習曲は、まず「アヴェヴェルムコルプス」。定演一曲目の予定です。「最初のアは、前奏の時にもうその形を作って待つこと。」二番目には「クライムエヴリマウンティン」。それから「もののけ姫」。最初の和音を繰り返し音の確認をして、通し練習。


「島よ。」では「しまよ　しまよ　しまよ　しまよ」のくだりを徹底練習しました。だいぶ合うようになってきました。


　終わりに「その人が歌うとき」を通し練習しました。








新曲の楽譜出ています。もれなく入手願います。


女声合唱「翼をください」・混声合唱「クライム・エヴリ・マウンティン」


男声合唱「フィンランディア」楽譜は既に配布ずみ。貞松先生の範唱ＣＤいただきました。ＣＤ作成ありがとうございます。


九月までの練習日程表が配布されました。日程を確認してください。


Ｓ福井さん：女性の舞台衣装、手直しなど注文できます。


Ｂ坂東さん：第１４回定期演奏会の演奏組曲の希望アンケートお願いします。四月末まで。


Ｓ黒瀬さん：四月から東京なので団を去られます。お世話になりましたとのご挨拶。新天地で頑張ってください。


４月２６日（日）１日強化練習　すばるホール リハーサル室　午前１０時から午後５時


嬉しいお知らせ：Ａ道下昌美さん、Ｂ別所孝範さん。新たに入団されました。


定期演奏会会計：１２０００円（３０００×四回の分割可）集金します。


団費：４月より１８００円になりました。（秋の総会で承認ずみです）


貞松先生：京都へ転宅されました。本団練習等のための交通費を団から補助する件、満場一致で可決！！





○強化合宿について；期日　５月２３日（土）～２４日　　場所　紀伊見荘（皆で盛り上げましょう）


○定期演奏会：７月１９日(日)　（全団員が舞台に上がれますように）





シャンテ担当者古畑　等から、皆さんの原稿をお願いします。　　１００６ｆｍｈｉｙ＠ｊｃｍｏ．ｚａｑ．ｎｅ．ｊｐ

















○声楽アンサンブル朧演奏会


四月五日（日）１６時開演


新大阪ムラマツリサイタルホール


Ｂ坂東さんのご子息出演


○大阪狭山混声合唱団・第六回定期演奏会


五月十七日（日）午後二時開演


ＳＡＹＡＫＡホールです。


　谷川俊太郎作詞・松下耕作曲「信じる」ポップス・ミュージカル等





京都木曜会「歌声を世界に」のフルコーラス楽譜を頂き、合宿では２番の手話（フリ）も練習しました。１番の歌詞は以前手話つきでやっていますので、２番を覚えれば完璧ですね。


要暗譜です。


１）楽しい歌声が　また合えるときまでも　心に残るような　そんな幸せを


　　楽しい歌声の仲間をつくろうよ　あなたのほほ笑みが　みんなの幸せに


　　歌を　歌おう　両手を広げて　すばらしい歌の輪を　世界のはてまで


　　歌を　歌おう　両手を広げて　すばらしい歌の輪を　世界のはてまで


２）楽しい歌声と優しいまなざしが　ひとつに溶けあって　心をつないでる


　　ひとつの輪の中で生まれる幸せを　両手に抱きしめて　あしたへ旅立とう


歌を　歌おう　両手を広げて　すばらしい歌の輪を　世界のはてまで


歌を　歌おう　両手を広げて　すばらしい歌の輪を　世界のはてまで


歌を　歌おう　両手を広げて　すばらしい歌の輪を　世界のはてまで


歌を　歌おう　両手を広げて　すばらしい歌の輪を　世界のはてまで　　Ａｈ―








